
養護学校卒業生がおくる「障害を持つ高校生のための夏季自立体験プログラム」～高校生向け開催要項～ 

『きっかけ１２３％ 

   やって、やって、やりまくる』 

～教科書とは違う新しい「自立体験」をしてみませんか ～ 
 

  

 

 障害があるからといってあきらめていませんか？    

 人は誰でも可能性を持っています。「自分自身に可能性があることを」発見してみましょう。 

 

 

 

   １、自分の今までの生活体験を「～したことある・ない表」でＣＨＥＣＫしてみましょう。 

   ２、体験してみたいことを盛り込みながら、実習体験プログラムのスケジュールを自分で作りましょう。  

   ３、初めてのことにチャレンジしてみましょう。 

   ４、障害を持った先輩とともに行動しましょう。 

   ５、参加者たちだけや、ひとりで行動することをしてみましょう。 

    ６、最終日に、「再ＣＨＥＣＫ表」で自分の体験を振り返り、自分で自分を評価してみましょう。 
 

  たとえばどんなことをするの？ 

    外  出・・今までしたことのない、さまざまな体験を求めて、どんどん街へでていこう。 

     買 い 物・・食べ物、洋服、欲しい物を買ってみよう。 

     遊   び・・映画館、喫茶店、遊園地、ゲームセンター、夜景を見に行こう。 

     交   流・・一人暮らしをしている先輩の部屋でホームステイをしたり、同年齢の人と宿泊したりしよう。 

                  地域のアパートで自立して生活している障害者の生活をみてみよう。 

      仕   事・・障害を持った先輩がどんな仕事をしているのか知ろう。そのために先輩にインタビューをして直接

         体験談などを聞こう。 

宿  泊・・福祉ホームや地域で暮らしいている先輩がどんな生活をしているか見学、またはホームステイし、

生活や体験談などを聞いてイメージを広げる。 

     福祉機器・・電動車いす、リフター、パートナー、トーキングエイドなどを使ってみよう。 

    ◇以上のようなプログラムを考えております。あくまでもプログラムを組み立てるのは参加者自身です。 

   障害を持った先輩達が相談にのります。 

日程：平成２２年８月２日（月）～９日（月）及び１６日の７日間。（２泊を含む） 

６日（金）、８日（日）は休み。 

 

 

                          社会福祉法人 AJU自立の家サマリアハウス 名古屋市昭和区恵方町２－１５ 

 

              申し込むところ 社会福祉法人 AJU自立の家サマリアハウス 担当:柳町・淺井 

      〒466ｰ0037 名古屋市昭和区恵方町２－１５ 

   TEL０５２-８４１-５５５４   FAX０５２-８４１-２２２１ 

               e-mail   taikensitu@aju-cil.com 

募集人数 ６人（定員オーバーの時には、調整させていただきます） 

対  象 障害を持つ学生でこのプログラムを主体的に体験する意思のある学生 

一日費用  ３，０００円（介助料、保険などの諸費用込み。宿泊費は別途いただきます） 

                                   申込締切 平成２２年７月5日（月）   

           ★ 説明会のお知らせ ★           

       この養護学校生向け夏季自立体験プログラムの説明会を行ないます。                  

        詳しく知りたい方は、是非、ご本人もご参加ください。         

    日時 平成２2年6月26日（土）午後２時～   場所 ＡＪＵ自立の家サマリアハウス  

いつから？ 

どこでやるの？

どうすればいいの？ 

そのほか 

なんのためにやるの？ 

どんなことをするの？ 


